
H30. ６月分工事報告 

 

作成：（公財）文化財建造物保存技術協会 阿蘇神社一の神殿ほか５棟設計監理事務所 

修理工事こぼれ話⑪ 二の神殿・三の神殿の大工彫刻（中編） 

 

前回は、同種類の部材に彫られた彫刻・絵様を、二の神殿と三の神殿のものを比較し

ながら紹介しました。今回はその続きとして、向拝の彫刻・絵様を紹介します。 

 

１．今回紹介する部材 

 向拝は「こうはい」や「ごはい」と読み、阿蘇神社の神殿ですと正面に位置する領域

を指します。ここは彫刻を特に多用して、にぎやかな造形となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二の神殿 向拝周り 

実肘木 
（さねひじき） 

実肘木（連三斗） 
（さねひじき） 

枠肘木 
（わくひじき） 

蟇股 
（かえるまた） 

海老虹梁 

（えびこうりょう） 

手挟 
（たばさみ） 

頭貫木鼻 
（かしらぬききばな） 

降り懸魚、鰭 
（くだりげぎょ、ひれ） 

三の神殿 向拝周り 

枠肘木（連三斗） 
（わくひじき） 

虹梁型頭貫 

（こうりょうがた 

かしらぬき） 

実肘木 
（さねひじき） 

実肘木（連三斗） 
（さねひじき） 

枠肘木 
（わくひじき） 

蟇股 
（かえるまた） 

海老虹梁 

（えびこうりょう） 

手挟 
（たばさみ） 

頭貫木鼻 
（かしらぬききばな） 

降り懸魚、鰭 
（くだりげぎょ、ひれ） 

枠肘木（連三斗） 
（わくひじき） 

虹梁型頭貫 

（こうりょうがた 

かしらぬき） 

請鼻 
（うけばな） 

連三斗下木鼻 
（つれみつどしたきばな） 
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２．丸桁周りの彫刻・絵様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 降り懸魚は、屋根勾配が緩い箇所に付けられているため、どちらの神殿のものも前回

紹介した降り懸魚より横に長い形をしています。二の神殿のほうは六葉の形が特徴的で

す。どちらも鰭が破損してしまっているので全容ははっきりとはわかりませんが、二の

神殿のほうは凝ったデザインとなっています。 

 

二の神殿向拝 降り懸魚、鰭 

三の神殿向拝 降り懸魚、鰭 
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 手挟は、丸桁（がぎょう）と呼ばれる桁を、直交方向に挟み込んでいる部材です。化

粧垂木（けしょうたるき）の下部にあるため、全体として三角形の形をしています。１

つの部材ですが建物の内側と外側で分けて撮影しています。どちらの神殿の手挟も雲形

の絵様となっています。二の神殿のほうが三の神殿より渦の数が若干多いですが、どち

らも複雑な形をしています。 

丸桁 
(外側の面) 

丸桁（内側の面） 

三の神殿 手挟（内側） 

三の神殿 手挟（外側） 

二の神殿 手挟（内側） 

二の神殿 手挟（外側） 

丸桁 
(外側の面) 

丸桁（内側の面） 
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３．組物の彫刻・絵様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 端部の組物の組み方を連三斗（つれみつど）と言います。ここの実肘木は、二の神殿

は他の箇所の実肘木と同じ絵様をしていますが、三の神殿はより複雑な絵様となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連三斗の枠肘木は、二の神殿のもののほうが複雑な輪郭・絵様をしています。 

 

肘木は、前回紹介したものと同じ絵様もありますが、全体としては、絵様が複雑になる

傾向にあります。 

二の神殿向拝 枠肘木 三の神殿向拝 枠肘木 

二の神殿向拝 実肘木 三の神殿向拝 実肘木 

二の神殿向拝 実肘木（連三斗） 三の神殿向拝 実肘木（連三斗） 

実肘木は、ともに前回紹介したものと同じ絵様となっています。 

二の神殿向拝 枠肘木（連三斗） 三の神殿向拝 枠肘木（連三斗） 

枠肘木は、ともに前回紹介したものより複雑な輪郭・絵様となっています。 
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４．虹梁周りの彫刻・絵様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向拝の正面から見ることのできる部材です。正面からの見え方を意識しているからか、

部材の表（正面から見える面）と部材の裏（建物側から見える面）で絵様を変えており、

どちらの神殿も表側を裏側より複雑な絵様にしています。三の神殿の表側の絵様は雲形

ですが、二の神殿の表側の絵様はそれよりもさらに複雑となり、雲形と波形の組み合わ

せとなっています。裏側は、二の神殿は渦模様であり、三の神殿はシンプルな絵様とな

っています。裏側も三の神殿より二の神殿のほうが複雑な絵様となっています。 

二の神殿向拝 

虹梁型頭貫（表側） 

二の神殿向拝 

虹梁型頭貫（裏側） 

三の神殿向拝 

虹梁型頭貫（表側 

） 

三の神殿向拝 

虹梁型頭貫（裏側） 
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二の神殿向拝 

海老虹梁（内側） 

二の神殿向拝 

海老虹梁（外側） 

三の神殿向拝 

海老虹梁（内側） 

三の神殿向拝 

海老虹梁（外側） 
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 湾曲した形状をした虹梁を海老虹梁といいます。海老のように見えたのでこのような

名称になったのでしょうか。外側に行くにしたがって段々と細くなる形状となっていま

す。両端の下部に持送のような彫刻がありますが、二の神殿と三の神殿の場合、これら

は別材ではなく海老虹梁の一部として彫られています。 

海老虹梁の両端にはそれぞれ異なる絵様が彫られています。二の神殿は、内側の端部

が雲形で外側の端部が波形となっています。三の神殿は、どちらの端部も渦模様となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 虹梁の上に蟇股が取り付けられている点は同じですが、二の神殿は中央脇の虹梁に取

り付けられているため２箇所あり、三の神殿は中央のみに取り付けられているため１箇

所のみという点が異なります。彫刻のモチーフも、二の神殿は若葉と渦模様ですが、三

の神殿は雲形です。また、三の神殿の蟇股の内側には植物の彫刻が取り付けられていま

す。 

 なお、二の神殿中央の虹梁上には植物の彫刻が取り付けられています。三の神殿向拝

蟇股内側の彫刻と含めて後日紹介します。 

二の神殿向拝 蟇股 

三の神殿向拝 蟇股 
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 通常、連三斗は頭貫木鼻の上に斗（ます）を置いてその上に枠肘木・実肘木等を組ん

でいきます。そして、その一番下の頭貫木鼻を請鼻（うけばな）と呼びます。しかし二

の神殿の連三斗は、頭貫木鼻の上に斗が置かれていないため、厳密には請鼻とは呼べま

せん。そのため、ここでは便宜上、連三斗下木鼻（つれみつどしたきばな）と呼んでい

ます。どちらの神殿のものも、向拝頭貫木鼻の先端を伸ばしたような輪郭となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 以上、二の神殿向拝と三の神殿向拝の彫刻・絵様を見てきました。文中にも何度か書

きましたが、向拝の彫刻・絵様は前回紹介したものよりも複雑になったり彫りが深くな

ったりする傾向にあります。前回のコラムの写真と比較していただくと、その違いが良

くわかると思います。 

 コラム２回分でも全ての彫刻・絵様を紹介できませんでした。残りは次回以降紹介し

ていく予定です。                         （石田 陽是） 

二の神殿向拝 頭貫木鼻 三の神殿向拝 頭貫木鼻 

二の神殿向拝 連三斗下木鼻 三の神殿向拝 請鼻 

二の神殿向拝 連三斗 

連三斗下木鼻の上に斗がないのがわかる 

三の神殿向拝 連三斗 

請鼻の上に斗があるのがわかる 

頭貫木鼻は、どちらの神殿のものも雲形の絵様です。二の神殿は動物の顔のような輪

郭をしていますが、三の神殿のほうはより抽象的な形をしています。 

請鼻上の斗 


